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京都大学の図書館について

50の図書館/室
附属図書館 & 部局毎の図書館/室
「京都大学図書館機構」を構成
（Kyoto University Library Network）

蔵書数: 700万冊
所蔵雑誌: 12万タイトル
電子ジャーナル : 3万6千タイトル
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オープンアクセス推進事業
（2016～2021）
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オープンアクセス推進事業
1. オープンアクセス推進のための学術論文等の研究成果

公開の推進
2. 貴重資料等の一次資料のデジタルアーカイブ化による

人文社会科学系研究基盤の強化
3. コンテンツの国際展開
4. オープンサイエンスや研究公正を踏まえた研究情報の

適切な管理とアクセスのための人材育成
5. 専門的有識者をコアにしたプロジェクト体制と研究支援

職員の組織的育成
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京都大学貴重資料デジタルアーカイブ

6https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/



京都大学オープンアクセス方針
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京都大学オープンアクセス方針

京都大学の教員が生み出した
学術論文等の研究成果を
「京都大学学術情報リポジトリ
KURENAI」によりインターネット上で
原則公開することを定めたもの
（2015年4月採択）

https://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13092

京都大学オープンアクセス方針
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京都大学 学術情報リポジトリ
KURENAI
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京都大学 学術情報リポジトリ

10https://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/



KURENAI – 概要

Kyoto University REpository for 
Navigating Academic Information

紅（くれない）= Crimson
日本の伝統色
 “紅萌ゆる” : 京都大学の前進校の寮歌
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KURENAI – コンテンツ登録数

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000
メタデータ 本文(内数)

2017年6月

本文登録数 15万件突破
（学位論文要旨のみの登録を除く）

2006年10月

公開

12



KURENAI – ランキング

Ranking Web of Repositories
http://repositories.webometrics.info/en
 スペイン高等科学研究院（Consejo Superior de 

investigaciones cientificas）による世界リポジトリランキング
（2017年1月版）

区分 順位
World 52

Top Institutionals 41
Asia 1

Japan 1
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KURENAI – 収録コンテンツ
学術雑誌論文
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■ データ・データベース
■ 教材
■ プレプリント
■ ソフトウェア
■ 研究報告書
■ テクニカルレポート
■ 図書
■ 会議発表用資料
■ 会議発表論文
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DOI活用 - 利用の立場から
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KURENAIでのDOI表示
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KURENAIでのDOI利用

researchmap

KURENAI CRIS

Scopus
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リポジトリ登録
システム

Crossref

DOI による相互リンク

Metadata API



KURENAI - メタデータ入力支援

各種IDによるメタデータ入力支援機能
Crossref: DOI
CiNii Articles: NAID（NII論文ID）
 Pubmed: PMID

↓
APIを活用
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リポジトリ登録システム – 機能

教員自らメタデータと本文ファイルを登録
 KURENAI（DSpace）とは別システムを構築
登録状態（共著含む）の管理
 「適用例外」 処理

データ連携
個人IDを元に researchmap、Scopusから

登録対象論文の書誌データを自動収集
 Crossref DOI Metadata APIを使用した

メタデータ入力支援
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CRISとの連携

教育研究活動DB（京大のCRIS）
 researchmapと連携

CRIS→KURENAIリンク: DOIがキー
DOIが入力されていない場合
→論文タイトル等のN-gram統計処理で

マッチング（判定は厳しめ）
researchmap入力時にはDOIを入力してほしい
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DOI活用 - 付与の立場から
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KURENAIでのDOI付与

DOI付与対象（現時点）
学位論文
紀要論文

付与方法
NII経由でのJaLC準会員として
（①JaLC DOI, ②Corssref DOI）
Crossref正会員として（③Crossref DOI）
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KURENAIでのDOI付与フロー
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KURENAI

JAIRO (NII)
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DOI付与の課題

学位論文
出版等による本文非公開化への対応
→ DOI付与機関としての責任

紀要論文
付与対象紀要の拡大
出版プロセスと連携したワークフローの調整

（DOIを印字した状態で出版）
→ 複数の出版元（編集委員会）との調整
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今後の展開と課題
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今後の展開と課題

DOI付きコンテンツの収集
CRIS: 既存データのDOI入力
→researchmapでの入力促進（教員へ）

DOI付与コンテンツの拡大
研究データ → 学内で検討組織立ち上げ
デジタルアーカイブ（図書館、博物館）
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Thank You!
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